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 研究要旨：クローン病術後再発は早期に吻合部近傍に発生することから、吻合部潰瘍の臨床的意義が

重要である。吻合部線上の潰瘍性病変が再発病変であるか否かは外科手術成績（術後再発率）にかかわ

る重大な問題であり、また、治療介入を行うべきかどうかにかかわる。クローン病術後吻合部潰瘍の実

態を把握すべく調査票を作成した。次年度に調査を行い、コンセンサスを形成する予定である。 
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A. 研究目的 

クローン病患者の 70-80%は長期経過中に一度

は外科手術を受けるとされるが、術後再発率の高

さが問題であり、術後再発のリスク因子の解明や

術後再発を防ぐ方策について臨床研究が続けら

れてきた。一方、近年、生物学的製剤の登場によ

り、臨床的寛解のみならず、内視鏡的粘膜治癒も

治療目標に考えられるようになってきた。したが

って、術後再発を早期に診断し、生物学的製剤な

どの治療介入を行うことによりクローン病術後

の予後改善が期待される。術後再発は、1984 年の

Rutgeert らの報告（Gut 25:665-672）などから早

期に吻合部付近に起こることが知られており、大

腸内視鏡、バルーン小腸内視鏡やカプセル内視鏡

などによる吻合部の観察がより重要となってき

ている。 

術後の内視鏡検査ではクローン病術後の吻合線

上にびらん・潰瘍がしばしば観察される。大腸癌

手術など他の疾患における吻合部線上には、術後

のごく早期を除いて、びらん・潰瘍が少ないこと

より、吻合部線上の潰瘍性病変はクローン病の病

態と関連があると考えられる。しかし、クローン

病における肛門手術創の治癒遷延はよく知られて

おり、吻合部線上の潰瘍を再発とみなすかどうか

は議論のあるところである。とくに外科治療にお

いて吻合部線上潰瘍を再発と取るべきか否かは術

後再発率にかかわる大きな問題であり、外科系プ

ロジェクト研究として採り上げることにした。 

 

B. 研究方法 

 自験例の検討から検討するべき項目を抽出し、

調査票案を作成した。これを外科系プロジェクト

メンバーに諮り、最終的な調査票を作成した。 

（倫理面への配慮） 

 調査用紙は当該施設以外では患者を特定でき

ないよう配慮した。 



C. 研究結果 

 作成した調査票を示す。 

本調査票では術後吻合部潰瘍を吻合部線上潰

瘍と吻合部近傍潰瘍に分けて検討することにし

た。また、同時期の大腸癌手術など他の疾患にお

ける術後吻合部潰瘍（吻合部線上潰瘍と吻合部近

傍潰瘍）についても調査し、比較することにした。      

術後の治療や経過観察は内科で行われること

が少なくないので、外科系プロジェクトメンバー

に諮り作成した調査用紙を内科系メンバーの施

設にも送付して調査することになった。また、同

時に研究班メンバーに術後吻合部潰瘍について

の認識をアンケート調査することにした。 

 

D. 考察 

 平成 27 年度に調査を実施し、集計を行う。本

調査により、クローン病における術後吻合部潰瘍

（吻合部線上潰瘍と吻合部近傍潰瘍）の実態を把

握するとともに、再発とすべきかどうかのコンセ

ンサスを形成したい。また、治療介入をするべき

かどうかの検討資料にしたい。 

 

E. 結論 

 クローン病における術後吻合部潰瘍（吻合部線

上潰瘍と吻合部近傍潰瘍）について実態を把握す

るための調査票を作成した。 
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